
 

新型コロナウイルスワクチン接種について 

 

〇国・県・市の役割 

・国の主導のもと、必要な財政措置を行い住民に身近な市町村が接種事務を実施し、都道府県は広域的

観点から必要な調整を担う。 

 ・市は新型コロナウイルス感染症の発生及びまん延の予防を図るため、市民へのワクチン接種を行う。 

  ワクチン接種（予防接種）に関することについては千曲市新型インフルエンザ等対策本部規程第 7条、

第 8条に基づき必要な体制等を整備する。 

 

〇市の進捗状況 

① 医療機関との委託契約、接種費用の支払い…補正予算成立、委任状提出済 

② 住民への接種勧奨、個別通知（予診票・接種券）…予診票現在様式未定、決定後印刷、接種券のは

（株）電算と随契 

③ 接種手続き等に関する一般相談対応…接種券発送・コールセンター・接種記録入力・集団接種受付

の業務委託 

④ 集団的な接種を行う場合の会場確保等…集団接種会場（戸倉保健センター（旧）を確保、その他個

別については医師会の調整を要する、接種実施計画及び備品等購入準備中） 

⑤ 健康被害救済の申請受付、給付…健康被害が起きた際は委員会を開催 

 

〇接種場所 

 原則住所地内で接種  

※やむを得ない事情で住所地外に長期間滞在している者は住所地外でも接種可 

 この場合、医療機関は国保連合会に請求すると国保連が住所地市町村に代行請求 

〇接種券（クーポン券） 

 市町村は、接種対象者に接種券（クーポン券）を発行し送付 

 対象者は接種券を医療機関等に持参、接種を受ける 

医療機関は接種券を市町村への費用請求に用いる 

 接種券の様式は、接種券、予診のみ、接種済証が２回分ずつ記載されているシール形式 

 ３月 12日までに印刷を完了、3/下旬に発送できるよう準備 

〇予診票 

 現在、様式未定 ※薬事承認されてから、必要な問診事項が決定される 

〇ワクチン 

 ・国では、３社とワクチン供給契約を結んでいるが、現在、ファイザー社・アストラゼネガ社が薬事承

認申請を行っている（ファイザー社の申請は２月 15日に承認予定） 

 ・どのワクチンも２回接種（ファイザーは 21日間隔、他２社ワクチンは 28日間隔） 

 ・ファイザー社ワクチンは、－75度での保存と融解時の温度管理を要し、希釈が必要 

・ワクチン自体は、国が一括購入、V‐SYS（ワクチン接種管理システム国共通）により、医療機関及び

市町村の入力により、使用や要望の記録を管理、ワクチンの配送を行う 

 ・接種にかかる費用（医療従事者や受付など）を１本あたり 2,277円（税込）で計上 

2月 10日部長会議資料 

健康福祉部 



〇接種費用 

 住民の自己負担はなし 

 

〇千曲市での接種体制 （医師会との調整中） 

 ・集団接種をメインとし医師会に協力をお願いしながら個別接種の併用目指したい。 

  個別接種の課題 

（通常診療との並行、ワクチンの取り扱い等の見通し、V‐SYS に入力事務、風評被害など） 

 ・集団接種会場は、開設…3月中旬（施設準備、コールセンター、記録入力） 

平日常設 戸倉保健センター（旧） 

          休日開設 9か所の小学校体育館で巡回開設（教育総務課と協議済） 

 ・集団接種予約は、市がコールセンターで受け付け（V‐SYS 活用） 

 

〇接種数想定（高齢者） 

 ・65歳以上高齢者 約 2万人 

 ・接種率の想定 約 70％（今季の高齢者インフルエンザワクチン接種率見込み） 

 ・接種数（接種期間）の想定  

2万×70％×2回＝28,000回 

         28,000回を９週で接種するには 1週間 3,100回接種が必要 

         最初の 3週は 2時間で 120回を目指し、次の 3週からは 2時間で 150回      

         集団接種のみで実施した場合 1回目接種終了に９週を要する（14,000回終了予定） 

  

 ・接種会場  戸倉保健センター（旧） 小学校体育館 

        医療機関（未定） 

 

 ・日程  3月上旬 市報・ホームページ・SNS・信州ケーブル 

           （制度説明と接種券送付、コールセンター電話番号のお知らせ） 

           会場クリーニング、用品搬入、セッティング 

      3月中旬 コールセンター開設準備 

           リハーサル 

      3月下旬 接種券（高齢者）郵送・予約開始 

      4月上旬 接種開始予定（高齢者） 

 

      64歳以下については現時点では 6月以降 



千曲市新型コロナウイルスワクチン接種の対応状況 参考

県や医師会等の関係団体と連携し、市におけるワクチン接種体制の構築を進めています。

（1）　体制整備のスケジュール（概要） R3.2.5現在

1月 2月 3月 4月 5月 6月

正規職員

会計年度任用職員

➁ 11月から医師会理事会に資料提出
12月から県自治体説明会参加

理事会等の情報共有

クーポン発行 2/4改修

接種記録分 令和3年度予定

クーポン
　　3/12納品・発行・準備
　　　　　　　発送　下旬

予診票
　
　　発送（高齢者）下旬

会場案内 接種会場の調整・決定 印刷　　発送（高齢者）下旬

集合契約
（日本医師会）

2/3委任状提出

市外分代行請求
（国保連）

今後指示あり

市代行請求
（国保連）

今後指示あり

市独自分（集団）
（千曲医師会）

今後指示あり

⑥ 業務委託契約 コールセンターの運用・予約受付

⑦ 1台（医療機関） 1台 1台 1台

会場準備

接種準備 スタッフ依頼・調整 　　　　　　

①

③

④

⑤

⑧

発送予定

接種会場準備

会場選定・物品・システム準備
（電話・パソコン設置・回線工事等）

相談体制の確保

超低温冷蔵庫の配備

　　　高齢者分（19,600人分）の印刷・
　　　封入・抜き取り作業

薬事承認後、様式掲示・印刷・封入
　　64歳以下市民（40,400人分）の印

刷・封入・抜き取り作業予定

ワクチン接種に
関する契約

業務内容

印刷・郵送

システム改修

人員体制

県・医師会（医療機関）との調整



（２）　接種業務のスケジュール（概要）

人数 1月 2月 3月 4月 5月 6月

① 1,700
1/22接種希望名
簿提出（県）

V-sysにより
予診票発行

接種予定1人2回

➁ 19,600
周知・啓発

クーポン等の発送
接種予定　1人2回

③ 40,400 現時点で接種時期は具体的に明示されていない

業務委託契約 コールセンターの運用・予約受付

1台 1台 1台 1台

必要な物品購入等
スタッフ依頼等

　　　　　　

再

掲

対象者

相談体制の確保

超低温冷蔵庫の配備

接種会場準備

医療従事者（病院・診療所（歯科含む）
薬局・保健所・消防局等）

高齢者（65歳以上）

64歳以下市民
（基礎疾患の有する方優先）


